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成果の概要／木口憲明 

 

 このたび，イギリス・コルチェスターにあるエセックス大学で開催された第

14 回エコノミックデザイン会議（The 14th Conference on Economic Design）

に参加し，口頭発表を行ってまいりました．本学会は 2 年に 1 度開催され，ミ

クロ経済学の中でも，特にゲーム理論や社会的選択理論に関する最新の研究成

果が報告される場となっています． 

私は今回の発表において，自身の消費量だけでなく他者の消費にも影響を受

けるような意思決定行動を記述する個人モデルについて報告しました．このよ

うな意思決定を説明する主要な枠組みとして，①自身と他者の消費量の差に注

目し，その差を小さくしようとする不平等回避的選好と，②最も不利な状況にあ

る個人の消費量を高めようとする平等主義的選好という 2 つのモデルが存在し

ます．いずれのモデルも実験的なエビデンスにより支持されており，個人は不平

等回避性と平等主義性の両方の動機を併せ持っている可能性があると考えられ

ます． 

この予測を踏まえた私の研究では，両者の性質を同時に捉えることができる

新たな効用関数表現を提案しました．そのうえで，この効用関数が実験結果と整

合的であるかどうかを検討するために，公理的な特徴づけを行いました．具体的

には，Fehr and Schmidt (1999)が提案したモデルに対する公理系の自然な拡張

によって，私の効用関数が特徴づけられることを示しました．さらに，本モデル

の強みとして，不平等回避性と平等主義性のいずれの動機が個人の中でより強

いのかについて，定量的な比較が可能になる点が挙げられます． 

発表は学会最終日の午前という，聴衆が少なくなる可能性のある時間帯でし

たが，結果として多くの方にご来場いただき，有益なご質問やコメントを多数い

ただくことができました．また，自身の報告時間以外にも，他の研究者との交流

の機会が非常に多く，3 日間の会期を通して非常に密度の濃い時間を過ごすこと

ができました． 

このように，研究発表や交流を通じて多くの成果を得られたのも，ひとえに貴

財団からのご支援のおかげにほかなりません．最後になりますが，改めて深く感

謝申し上げます．誠にありがとうございました． 


